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世界初の大規模CO2地中隔離
(Sleipner)

CO2濃度：9%
→2.5%

炭素税：55USD/tCO2

↓

100万tCO2/年

CO2地中隔離プロジェクト

• 実用プロジェクト
– Sleipner

• 100万tCO2/y
– Weyburn

• 100万tCO2/y
– In Salah

• 100万tCO2/y
– Snohvit

• 75万tCO2/y
– Gorgon

• 500万tCO2/y

日本における実証試験

 



日本における実証試験

• 坑井間トモグラフィーによるモニタリング

　　　　　技術戦略ロードマップ　「二酸化炭素の分離回収と隔離」

現在 2010 2015 2020～

■分離回収

化学吸収

膜分離

物理吸収・吸着、
深冷分離

■地中貯留

地下深部塩水層貯
留

石油・ガス増進回
収

枯渇油・ガス層貯
留

炭層固定

■海洋隔離

溶解希釈・
深海底貯留隔離

■その他新技術

※分離回収：新設石炭火力(830MW）、回収量：100万t-CO2/年、7MPaまでの昇圧含む、蒸気は発電所の

　　蒸気システムから抽気
※地中貯留：上記分離回収コスト＋パイプライン輸送20km＋圧入（昇圧10MPa、10万t-CO2/年・井戸）

項目

全般

分離コスト
※4200円/t-CO2

本格貯留開始

基礎
技術の
確立
圧入
試験
（１万ﾄﾝ
規模）

実適用先の拡大
コストダウン

CO2固定化・有効利用に資する新技術の探索

世界的に地中
貯留が本格化

IGCC
商用機

コストダウン
大規模化

　　更なるコストダウン
　　更なる適用範囲の拡大

貯留拡大
分離・貯留トータルコスト※

7300円/t-CO2
（新設石炭火力）

海洋隔離技術
の実適用

CO2の海洋拡散・生物影響の科学的理解

拡散シミュレーション実験によるﾏｯﾁﾝｸﾞ

生物影響モデルと実験によるﾏｯﾁﾝｸﾞ

影響評価・安全性評価手法開発

国際的・社会的
合意の獲得

コストダウン
・低再生エネルギー
　吸収剤開発
・未利用排熱利用
・システム開発

CO2地中挙動の
理解と予測

地中貯留システムの効率化
とコスト低減

影響評価・安全性評価
　手法の開発

貯留層賦存量調査
　と利用拡大

基礎技術の
確立

高選択性膜開
発

適
用
範
囲
の
拡
大
検
討

排出権取引価格相当
での回収・貯留実現

分離コストの大幅削減
100万t/年規模で1000円/t-CO2台に

図2.6-１

トータルシステム
の実証・評価

新方式基礎研究/適用検討

モデル海域での実証

貯留CO2の管理技術

分離～貯留
ﾌﾟﾛｾｽの実証

実証技術の
適用・評価

分離プロセス
の実現

▼
200７

CO2削減量の計測技術とCO2削減のシステム評価

現状
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二酸化炭素地中隔離

CO2CnHm

CnHm

CO2

CO2
　地中貯留

エネルギー
資源開発

エネルギー抽出

持続型炭素循環システム

CO2CnHm

CnHm

CO2

CO2
　地中貯留

エネルギー

資源開発

持続型
炭素循環システム

炭素変換

エネルギー抽出

補足資料 漏れのメカニズム

• 浮力により亀裂等に
沿って上向きに移動

• 不透水層に沿って横
方向へ拡散

• 圧力低減により拡大
• 亀裂等との遭遇確率
が増大



洩れと自然循環量の関係

• 洩れ計算:
1000m以深の10m厚さの層
30%孔隙率，10%隔離容量
1%/年の洩れ
→ 1.4Pmol/m2/sec

• 温帯性広葉樹林:
夜間発散：8Pmol/m2/sec
昼間吸収：22Pmol/m2/sec 

CO2ミシブル攻法



EORによる増油効果


